
　

一
昨
年
２
月
、
市
長
就
任
２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
、
こ
れ
ま
で
市
民
並
び

に
市
議
会
議
員
の
皆
様
は
じ
め
市
職
員

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
３
年
目
を

迎
え
、
折
り
返
し
と
な
る
令
和
５
年
度

の
市
政
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
協
働
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
い
う
初
心
を
忘
れ

ず
、
本
市
が
開
拓
か
ら
１
３
０
周
年
、

市
制
施
行
７
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

中
、
地
域
一
体
で
の
官
民
連
携
、
国
や

道
、
近
隣
自
治
体
等
と
の
連
携
を
重
視

し
、
各
種
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
個
別
施

策
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
４
年
目

と
な
る
第
６
次
総
合
計
画
や
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

進
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
新
規
感
染
者
数
が

減
少
傾
向
に
あ
り
つ
つ
も
、
市
民
の
生

芦
別
１
３
０
周
年
・
市
制
施
行
７
０
周
年
を

迎
え
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
９
日
に
開
会
し
た
第
２
回
市
議
会
定

例
会
の
初
日
、
荻
原
市
長
は
令
和
５
年
度
の

市
政
執
行
方
針
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
芦
別

の
今
と
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
重

点
・
八
策
に
係
る
各
種
主
要
施
策
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
市
政
を
執
行
す
る
に
当
た
り
本

市
が
１
３
０
周
年
・
市
制
施
行
７
０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
に
触
れ
、
先
人
の
方
々
が
培
っ

て
こ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
芦
別
の
歴
史
や
文
化

を
し
っ
か
り
継
承
し
、
市
民
の
皆
様
が
愛
着

と
誇
り
を
も
っ
て
安
心
し
て
生
活
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
む
べ
く
、
市
民
と
市
議
会

議
員
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

　

今
月
は
、
市
政
執
行
方
針
で
示
さ
れ
た
主

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
循
環
さ
せ
る

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
に
向
き

合
い
、「
縮
充
と
連
携
」
の
視
点
を
も
っ

て
、市
や
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
適
、

最
善
と
な
る
方
策
を
見
定
め
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
け
て
も
、
市
総
合
庁
舎
整
備
促
進

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
行
財
政
改
革
の
推

進
、
地
場
産
業
の
活
性
化
や
テ
レ
ワ
ー

ク
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
人
や

企
業
の
誘
致
、
合
宿
の
里
事
業
や
企
業

版
を
含
む
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
推

進
、
星
の
降
る
里
あ
し
べ
つ
応
援
団
の

増
員
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
、
関
係
人

口
の
拡
大
、
ふ
る
さ
と
就
職
奨
励
事
業

の
推
進
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
増

員
な
ど
に
よ
る
移
住
・
定
住
対
策
の
促

進
、
地
方
創
生
に
連
動
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
や
国
・
道
が
推
奨
す
る

２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
の
発
出
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
抑

制
の
た
め
の
施
策
の
構
築
を
も
っ

て
、
オ
ー
ル
芦
別
で
の
取
り
組
み

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
進
め

る
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
令
和
５
年
度

に
小
学
生
を
対
象
に
実
施
し
、
令

和
６
年
４
月
の
芦
別
中
学
校
と
啓

成
中
学
校
と
の
統
合
に
向
け
た
教

育
環
境
の
整
備
促
進
と
、
高
齢
の

方
や
障
が
い
の
あ
る
方
は
も
と
よ

り
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
誰

も
が
「
住
み
や
す
く
、
働
き
や
す

く
、
学
び
や
す
く
、
子
育
て
し
や

す
く
」、「
訪
れ
て
み
た
い
」
と
実

感
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
市
の
さ

ら
な
る
発
展
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。

令和５年度市政執行方針









№ 事業名 日時・場所 事業概要 備考

１ 記念式典
10月29日（日）午後１時30分
市民会館大ホール

功労者・善行者表彰
標語の表彰
市民団体によるアト
ラクション

表彰対象者は市政功労
または善行者表彰と、
国及び道の上位表彰双
方を受賞したもの

２ 記念講演会 未定・市民会館大ホール 周年記念講演会

３ ＮＨＫ公開番組
５月28日（日）午前11時50分
市民会館大ホール

ＮＨＫのど自慢
ゲスト：「由紀さおり」
さん、「徳永ゆうき」
さん

４
夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会

７月25日(火)午前６時
なまこ山総合運動公園

ＮＨＫラジオ生放送

５ 記念標語の募集・表彰
未定（記念式典で表彰する
ため、その前に実施）

周年を記念した標語
の募集

６
タイムカプセルの
発掘・資料公開

未定・旭ヶ丘公園
50年前に埋設された
タイムカプセルを発
掘

７
新たなタイムカプセル
の設置

未定
新たなタイムカプセ
ルの設置

８
芦別青年会議所との共
同事業

９月３日（日）午前10時スタ
ート／芦別温泉スターライ
トホテル→黄金方面（カナ
ディアンワールド内等）→
焼肉ガーデン

「あしべつ☆スター
マラニック」の開催
（ショート、ミドル、
ロングコースを用
意）

日時・場所については
予定



　近年、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの影響により地球温暖化が進み、その原因とみら

れる気候変動により、世界規模で猛暑や集中豪雨など自然災害が頻発しております。

　2015年に合意されたパリ協定では、世界共通の長期目標として、産業革命前からの平均気温の

上昇を２度未満とし、１.５度に抑える努力を訴求するとされ、国際的に広く共有されております。

　このことを受けて、我が国では2020年に2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロに

するカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言し、北海道においては、2021

年の北海道地球温暖化対策推進計画により、2030年度までに道内の全市町村のゼロカーボンシティ

宣言を目標とすることの設定がなされたところであります。

　本市におきましては、2014年から地域の林地残材を活用した木質バイオマスを原料とする木質

チップボイラーの健民センター施設群への導入のほか、年次計画による各公共施設をはじめ街路灯、

公園灯のＬＥＤ化や太陽光発電設備の設置など、脱炭素化への取り組みを進めておりますが、これ

らの取り組みとともに、国や北海道、近隣自治体等との連携を深め、市民並びに各事業者・団体の

皆様のご協力を仰ぎながら、地域一体となって、このかけがえのない自然豊かな住みよきまちを、

さらによりよいまちにして、次代へ引き継ぐため、本市としては、再生可能エネルギーの導入拡大

や、省エネの推進、循環型社会の形成に鋭意努めつつ、2050年までに二酸化炭素の実質排出量ゼ

ロを目指す「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、挑戦することをここに宣言いたします。

　令和５年３月９日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
芦別市長　荻  原　　貢

二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して


